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昨
年
7
月
、
市
内
の
50
を
超
え
る

団
体
が
集
ま
り
「
舞
鶴
市
み
ら
い
戦

略
推
進
会
議
」
を
設
立
。
市
民
団
体

を
は
じ
め
、
産
官
学
金
労
言
（
※
１
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
連
携
で
、
本

市
の
総
合
戦
略
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
い
ま
す
。
20
年
後
、
30
年
後
の

元
気
な
舞
鶴
を
築
く
た
め
、
各
団
体

の
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る

想
い
と
「
夢
」
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
、
各
々
が
主
役
と
な
っ
て

各
種
施
策
を
展
開
し
、
舞
鶴
版
地
方

創
生
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

京
都
府
北
部
５
市
２
町
は
、
教
育
や

医
療
、
福
祉
、
交
通
、
商
工
業
、
観

光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
連
携

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

舞
鶴
版
地
方
創
生
を

圏
域
一
体
で
府
北
部
の
発
展
を

本
の
観
光
を
け
ん
引
す
る
ブ
ラ
ン
ド

観
光
圏
を
目
指
し
、
北
部
地
域
の
総

力
を
結
集
し
た
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
効
果
的
か
つ
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
一
般
社
団
法
人 

京
都
府
北

部
地
域
連
携
都
市
圏
振
興
社
「（
通
称
）

海
の
京
都
D
M
O
（
※
２
）」
を
先
月

28
日
に
設
立
。
専
門
人
材
の
登
用
な

ど
に
よ
る
広
域
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
調
査
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の

策
定
、
顧
客
満
足
度
調
査
に
基
づ
く

着
地
型
・
体
感
型
商
品
な
ど
の
開
発
、

販
売
体
制
の
充
実
・
強
化
な
ど
を
一

元
的
・
総
合
的
に
行
い
、
府
北
部
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
予
定
で
す
。

本
年
４
月
25
日
、
文
化
庁
の
「
日

本
遺
産
」
に
旧
軍
港
四
市
の
「
鎮
守

府　

横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴

　

〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で

き
る
ま
ち
〜
」
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

旧
軍
港
四
市
で
認
定
さ
れ
た

「
日
本
遺
産
」

と
交
流
を
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
が
も
つ
魅

力
的
な
地
域
資
源
や
人
材
を
有
効
活

用
し
、
人
口
10
万
人
未
満
の
市
町
が
、

広
域
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
30
万
人

都
市
を
上
回
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

す
る
一
つ
の
都
市
圏
を
形
成
す
る
た
め

「
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形

成
推
進
協
議
会
」を
昨
年
４
月
に
設
立
。

こ
の
北
部
地
域
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

達
が
、
多
様
な
教
育
環
境
を
備
え
る

こ
の
地
域
で
学
び
、
心
豊
か
に
働
き
、

暮
ら
せ
る
よ
う
相
互
の
連
携
と
適
切

な
役
割
分
担
で
、
圏
域
全
体
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

日
本
海
側
の
主
要
都
市
を
結
び
、

日
本
海
側
国
土
軸
の
形
成
で
均
衡
あ

る
発
展
を
促
進
す
る
北
陸
新
幹
線
の

延
伸
ル
ー
ト
の
誘
致
は
、
京
都
府
北
部

地
域
が
災
害
時
に
日
本
海
側
の
支
援

官
民
一
体
で「
北
陸
新
幹
線
」を

府
北
部
へ

拠
点
と
な
る
な
ど
将
来
の
日
本
の
国

益
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
京
都
市
内
ま

で
の
所
要
時
間
が
約
20
分
と
移
動
時

間
の
大
幅
な
短
縮
で
、
観
光
誘
客
や

雇
用
拡
大
な
ど
地
域
活
性
化
が
期
待

で
き
ま
す
。

本
年
３
月
に
は
、
府
北
部
５
市
２
町

の
自
治
体
、
市
町
議
会
、
商
工
団
体
、

観
光
団
体
な
ど
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
誘
致
を
目
指
す
「
北
陸
新
幹
線
京

都
府
北
部
ル
ー
ト
誘
致
促
進
同
盟
会
」

を
設
立
。
早
け
れ
ば
年
内
に
も
ル
ー

ト
が
決
定
す
る
中
、
府
北
部
地
域
が
一

丸
と
な
り
、
こ
の
地
域
が
日
本
に
と
っ

て
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
国
に

訴
え
、
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー

ト
の
実
現
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

府
北
部
５
市
２
町
を
エ
リ
ア
と
す

る
「
海
の
京
都
観
光
圏
」
で
は
、
日

府
北
部
の
魅
力
を

全
国
へ
発
信

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
旧

海
軍
の
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
四
市
（
横

須
賀
市
・
呉
市
・
佐
世
保
市
・
舞
鶴
市
）

が
連
携
し
、
複
数
の
市
町
に
ま
た
が

っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
と
し
て
共
同
申
請
し
た

も
の
で
す
。

内
容
は
、
明
治
期
に
開
庁
し
た
鎮

守
府
と
共
に
発
展
し
て
き
た
各
市
の

近
代
化
遺
産
を
通
し
て
、
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
れ
た
都
市
づ
く
り
や
も

の
づ
く
り
の
技
術
、
海
軍
が
も
た
ら

し
た
文
化
な
ど
の
躍
動
を
体
感
で
き

る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
月
７
日
に
は
「
旧
軍
港
市
日
本

遺
産
活
用
推
進
協
議
会
」
を
四
市
で

設
立
。
各
市
を
つ
な
ぐ
観
光
ル
ー
ト

の
構
築
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
製
、

首
都
圏
で
の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
展
開
な
ど
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を

活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
四
市

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
９
㌻
に
関
連
記
事
）

本
市
の
都
市
像
で
あ
る
「
東
ア
ジ

ア
に
躍
動
す
る
国
際
港
湾
・
交
流
都

市　

舞
鶴
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
み

な
と
・
観
光
・
文
化
・
産
業
」
な
ど

の
幅
広
い
分
野
で
、
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市
な
ど
と
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
さ
ら
な
る
充
実
・

強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
異
文
化
に

触
れ
理
解
で
き
る
環

境
の
創
出
と
多
様
な

価
値
観
を
認
め
あ
え

る
多
文
化
共
生
社
会

の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
舞
鶴
・
ナ
ホ

ト
カ
姉
妹
都
市
提
携

国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
・
強
化

連
携
と
交
流
に
よ
る

　
　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
は
じ
め
、
企
業
・
団
体
間
の
連
携
、
そ
し
て
自
治
体
や
国
を
超
え
た
都
市
交
流
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
と
交
流
で
互
い
の
魅
力
と
長
所
を
活
か
し
た
舞
鶴
版
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の

「
今
」。
第
32
回
は
、
各
分
野
で
の
広
域
的
な
連
携
と
交
流
に
よ
る
舞
鶴
の
未
来
を
創
造
す
る
地
域
活
性
化
策
や
観
光
振
興
、

国
際
交
流
な
ど
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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▲産官学金労言が連携したみらい戦略推進会議（２月５日）

No.32

※１ 産官学金労言…産業界、行政機関、教育機関、金融機関、労働団体、メディアのこと

▲北陸新幹線誘致に向けた決起集会（３月５日）

※２ DMO…Destination Management/Marketing Organizationの略
地域が一丸となり戦略的に観光地経営を担うかじ取り役の組織のこと

▲来鶴した日本人抑留者記念館のスルタノフ館長（１月24日）

55
周
年
記
念
事
業
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
や
青
少
年
が
主
体
と
な
っ
た
国

際
交
流
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

市
で
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
じ
め
、

産
業
・
文
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
長
期
的
、
持
続
的
に
得
ら
れ
る

効
果
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

レ
ガ
シ
ー
」
の
創
出
に
向
け
、
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

６
月
14
日
、
国
の
「
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」
制
度
（
※
３
）
の
登
録
が
決
定
し
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
選
手
団
の
直
前
合
宿
誘
致

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
は
第
２
次
世
界

大
戦
後
、
日
本
人
抑
留
者
が
建
設
に
従

事
し
た
劇
場
が
現
在
も
残
り
、
そ
の
建

設
の
際
の
勤
勉
な
仕
事
ぶ
り
に
よ
り
、

戦
後
70
年
以
上
経
っ
た
今
日
ま
で
日
本

人
に
対
し
て
良
い
印
象
を
持
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
本
年
１
月
に
は
、
同
国
タ

シ
ケ
ン
ト
市
の
日
本
人
抑
留
者
資
料
館

ス
ル
タ
ノ
フ
館
長
が
引
揚
記
念
館
を
訪

問
。
本
市
の
子
ど
も
達
に
対
し
て
当
時

の
日
本
人
抑
留
者
の
勤
勉
さ
や
礼
儀
正

し
さ
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
交

流
の
芽
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に

新
た
な
交
流
へ

▲大連市長と会談する多々見市長（５月23日）

▲旧軍港四市で日本遺産活用推進協議会を設立（６月７日）

※３ ホストタウン制度…東京オリンピックに向けて参加国の選手や国民と
交流を行い、地域活性化を目指す自治体を登録・支援する制度のこと

姉妹・友好都市
ナホトカ市（ロシア） 1961年から
大連市（中国） 1982年から
ポーツマス市（イギリス）1998年から

海の京都DMOで取り組むこと

DMOでは、民間人材を社長とし、経営的観点
からマネジメントの強化を図り、より効果的な
事業の実施に取り組んでいく予定。

◇統計などの分析により観光客の動向やニーズ
に応じたマーケティングを実施

◇地域間連携による一体的で整合性あるプロ
モーション・イベント活動の実施

◇全域でのサービス水準、顧客満足度の向上
◇人材育成や外部人材の確保
◇広域的に連携した着地型商品や体験プログラ
ムの造成・販売

▲市役所本庁に掛かる３本の懸垂幕

▲ナホトカを訪問した青少年レスリング訪問団（昨年12月26日）

市
で
は
、
戦
後
70
年
の
時
を
超
え
、

引
揚
者
が
作
っ
た
縁
を
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
の

分
野
に
限
ら
ず
、
経
済
・
産
業
分
野

な
ど
、
幅
広
い
交
流
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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